
東北・ 関東地域で収集された稲わら等の流通・ 使用に関する調査

の結果について

原発事故被災地域周辺で収集された高濃度の放射性セシウムを含む稲わらが県境を

越えて流通し、複数の県で牛に給与されていたことが明らかとなったことを受け、農

林水産省の要請により、本県においても、東北・ 関東地域で収集された稲わら等の流

通・ 使用等に関する調査を実施しました。

調査は県内の飼料販売業者を対象に実施したもので、平成２３年３月１１日以降に

東北・ 関東地域で収集又は当該地域の屋外で放置されていた稲わら等を県内の畜産農

家に供給した事実は確認されませんでした。概要は下記のとおりです。

記

調査1  の方法

（ １） 調査対象 飼料販売業者５７社

（ 飼料安全法に基づく 届出業者のうち稲わら等の取扱いがあるもの）

（ ２） 調査期間 平成２３年７月１９日（ 火） ～２１日（ 木）

（ ３） 調査方法 ＦＡＸ及び電話による調査

２ 調査内容及び結果の概要

（ １） 調査内容

「 原子力発電所事故後に東北・関東地域において収集又は当該地域の屋外に放置

されていた稲わら等」 の仕入れ及び出荷状況など

（ ２） 結果

５７社全てにおいて、該当する稲わら等を県内の畜産農家に供給した事実は確

認されませんでした。

なお、当該地域からの稲わらを仕入れた業者が２社ありましたが、いずれの稲わ

らも原子力発電所事故前に収集し屋内で管理されていたものであり、さらに、当該

稲わらは県内の畜産農家に供給されていないことを確認しております。

平成２３年７月２１日（ 木）

担 当 愛知県農林水産部畜産課

畜政・ 家畜衛生ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 川村、神谷

内 線 ３７０３・ ３７０４
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東北・ 関東地域で収集された稲わら等の流通・ 使用

に関する調査の結果について（ 第２報）

県内の飼料販売業者５７社に対し実施した、東北・ 関東地域で収集された稲わら等

の流通・ 使用等に関する調査（ 結果は７月２１日発表： ５７社とも仕入れ及び出荷な

し） に引き続き、さらに万全を期すため、県内の肉用牛農家に対しても、同様の調査

を実施しました。

今回の調査は県内の肉用牛飼養農家全４２６戸を対象に実施したもので、平成２３

年３月１１日以降に東北・ 関東地域で収集又は当該地域の屋外で放置されていた稲わ

ら等を県内の肉用牛農家が購入した事実は確認されませんでした。

概要は下記のとおりです。

記

調査1  の方法

（ １） 調査対象 県内肉用牛飼養農家４２６戸

（ ２） 調査期間 平成２３年７月２２日（ 金） ～２８日（ 木）

（ ３） 調査方法 ＦＡＸ及び電話による調査

２ 調査内容及び結果の概要

（ １） 調査内容

「 原子力発電所事故後に東北・関東地域において収集又は当該地域の屋外に放置

されていた稲わら等｣の購入状況

（ ２） 結果

４２６戸全てにおいて、該当する稲わら等を購入した事実は確認されませんで

した。

なお、当該地域からの稲わらを購入した農家が１戸ありましたが、当該稲わら

は原子力発電所事故前に収集し屋内で管理されたものであり、問題のないもので

あることを確認しております。

平成２３年７月２９日（ 金）

担 当 愛知県農林水産部畜産課

環境・ 経営ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 佐藤、林

内 線 ３７０６・ ３７０７
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